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1. 2020年2月期第1四半期の業績（2019年3月1日～2019年5月31日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年2月期第1四半期 25,107 △3.1 46 △78.1 44 △81.1 11 △93.1

2019年2月期第1四半期 25,920 △2.0 212 29.1 237 40.9 161 323.9

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2020年2月期第1四半期 0.62 0.61

2019年2月期第1四半期 8.87 8.86

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2020年2月期第1四半期 21,979 4,382 19.7

2019年2月期 20,465 4,368 21.2

（参考）自己資本 2020年2月期第1四半期 4,337百万円 2019年2月期 4,328百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年2月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

2020年2月期 ―

2020年2月期（予想） 0.00 ― 0.00 0.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

（注）上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況です。当社が発行する普通株式と権利関係の異なる種類株式（非上場）の配当

　　　の状況については、後述の「種類株式の配当の状況」をご覧ください。

3. 2020年 2月期の業績予想（2019年 3月 1日～2020年 2月29日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 53,800 0.9 660 6.1 660 1.0 280 0.5 15.37

通期 103,300 0.0 1,100 30.4 1,050 16.7 350 116.7 19.21

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年2月期1Q 13,141,600 株 2019年2月期 13,141,600 株

② 期末自己株式数 2020年2月期1Q 410 株 2019年2月期 410 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年2月期1Q 13,141,190 株 2019年2月期1Q 13,133,609 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決
算短信（添付資料）３ページの「（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

　上記１．「２０２０年２月期第１四半期の業績」（１）「経営成績（累計）」の「１株当たり四半期純利益」「潜在株式調整後１株当たり四半期純利益」及び３．「２０２０
年２月期の業績予想」の「１株当たり当期純利益」の金額については、Ａ種種類株式が転換仮定方式に準じて算定された株式数を、普通株式の期中平均株式数
に加えて算定しております。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期累計期間における経営環境は、雇用・所得環境の改善により景気は緩やかな回復基調にあるもの

の、米中貿易摩擦の影響や10月の消費増税を控え、景気動向は依然として先行き不透明な状況が続いております。

当社がスーパーマーケットとして営業基盤とする東北エリアにおいても、人口減少と個人消費の停滞が長期化する

とともに、お客さまの生活防衛志向や節約志向が依然として継続しております。また、人件費及び物流費等の高騰

による３月からのメーカー出荷価格の値上げ及び競合各社との価格競争に加え、業種・業態を超えた競争が激化す

るなど厳しい状況が続いております。

こうした環境の中で当社は、「チャレンジ＆チェンジ」をスローガンに掲げ、お客さまのニーズに合った品揃え

による営業力の強化、収益力の改善に取り組んでまいりました。

新規出店につきましては、４月６日青森県八戸市に２店舗目となる八戸上組店を開店いたしました。鮮度・美味

しさ・地域商品にこだわり、地元の産地直送野菜、地元漁港の鮮魚の品揃えや地元の食材を使用した商品開発によ

り食生活の楽しさを提案しております。一方、既存店舗におきましては、農産部門のオーガニックコーナーの新

設、水産部門の焼き魚コーナーや地元で獲れた鮮魚を使用した握り寿司の展開、惣菜部門の弁当とパンやレディー

ミールなど即食商品を集合させたコーナー展開により、利便性と選ぶ楽しさをご提供できる店舗作りに向けた改装

を１店舗で実施いたしました。

営業力の強化につきましては、販促内容の見直しにより、特定曜日に偏ることなく曜日別のお買い得品の展開や

デジタル販促を活用した夕方の強化及びＷＡＯＮ ＰＯＩＮＴ企画により、毎日のお買物ヘのサービスレベルの向上

に努めてまいりました。また、旬の商品や即食商品、レンジアップ商品の品揃え強化により生鮮４部門の売上構成

比向上に取り組んでまいりました。

固定客づくりにつきましては、現金支払いでポイントがたまるＷＡＯＮ ＰＯＩＮＴカードの会員登録に継続して

取り組むとともに登録会員の顧客分析を行い、集客力アップに取り組んでまいりました。

収益力の改善につきましては、魅力ある売場作りのための重点商品として、まぐろ、ステーキ、焼き鳥、焼き立

てパン等の強化及びスーパーマーケット事業におけるマックスバリュ業態とディスカウント業態の共同仕入れによ

り競争力のある商品作りに取り組む一方、メーカー出荷価格の値上げの中、価値ある価格でお客さまにご提供でき

るプライベートブランドであるトップバリュ商品の販売を拡大してまいりました。

これらの取り組みの結果、当第１四半期累計期間においては、売上総利益率は対前年同期比0.2ポイント改善し

23.5％となりましたが、売上高は対前年同期比96.8％、営業総利益は対前年同期比97.9％となりました。

販売費及び一般管理費は、継続したコスト構造改革に取り組んでおりますが、広告宣伝費及び店舗活性化投資に

伴う経費の増加により対前年同期比100.5％となりました。

以上の結果、当第１四半期累計期間の業績は営業収益251億７百万円（対前年同期比96.9％）、営業利益46百万円

（対前年同期比21.9％）、経常利益44百万円（対前年同期比18.9％）となり、四半期純利益は11百万円（対前年同

期比6.9％）となりました。 

（２）財政状態に関する説明

（資産） 

流動資産は、前事業年度末に比べ11億39百万円増加し、76億70百万円となりました。増減の主な内訳は、未収入

金が５億86百万円、現金及び預金が４億35百万円、売掛金が59百万円増加したこと等によります。 

固定資産は、前事業年度末に比べ３億74百万円増加し、143億８百万円となりました。これは、主に新規出店等に

より有形固定資産が３億72百万円増加したこと等によります。 

この結果、総資産は前事業年度末に比べ15億14百万円増加し、219億79百万円となりました。 

（負債） 

流動負債は、前事業年度末に比べ16億３百万円増加し、150億91百万円となりました。増減の主な内訳は、買掛金

が10億77百万円、設備関係支払手形が４億71百万円、流動負債その他が２億27百万円、未払金及び未払費用が２億

25百万円増加し、短期借入金が４億84百万円、未払法人税等が58百万円減少したこと等によります。 

固定負債は、前事業年度末に比べ１億３百万円減少し、25億５百万円となりました。これは、主に長期借入金が

１億円減少したこと等によります。 

この結果、負債合計は前事業年度末に比べ15億円増加し、175億96百万円となりました。 

（純資産） 

純資産合計は、前事業年度末に比べ13百万円増加し、43億82百万円となりました。これは、主に四半期純利益を

11百万円計上したこと等によります。 
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（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2020年２月期の業績予想につきましては、2019年４月10日に公表いたしました2020年２月期第２四半期累計期

間及び通期業績予想に修正はありません。 
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２．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

（単位：百万円） 

前事業年度 
(2019年２月28日) 

当第１四半期会計期間 
(2019年５月31日) 

資産の部 

流動資産 

現金及び預金 714 1,150 

売掛金 169 228 

商品 2,915 2,972 

貯蔵品 32 47 

前払費用 203 192 

未収入金 2,392 2,978 

その他 104 101 

貸倒引当金 △2 △0 

流動資産合計 6,531 7,670 

固定資産 

有形固定資産 

建物及び構築物（純額） 5,514 5,947 

工具、器具及び備品（純額） 1,266 1,364 

土地 4,706 4,706 

建設仮勘定 160 0 

有形固定資産合計 11,647 12,019 

無形固定資産 31 31 

投資その他の資産 

投資有価証券 142 138 

長期前払費用 186 175 

差入保証金 1,168 1,165 

繰延税金資産 736 757 

その他 21 20 

投資その他の資産合計 2,255 2,257 

固定資産合計 13,933 14,308 

資産合計 20,465 21,979 
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（単位：百万円） 

前事業年度 
(2019年２月28日) 

当第１四半期会計期間 
(2019年５月31日) 

負債の部 

流動負債 

買掛金 7,499 8,576 

短期借入金 1,484 1,000 

1年内返済予定の長期借入金 400 400 

未払金及び未払費用 2,016 2,241 

未払法人税等 149 90 

未払消費税等 168 214 

賞与引当金 131 241 

役員業績報酬引当金 10 － 

設備関係支払手形 290 761 

その他 1,338 1,565 

流動負債合計 13,487 15,091 

固定負債 

長期借入金 200 100 

退職給付引当金 271 263 

長期預り保証金 1,095 1,085 

資産除去債務 1,034 1,050 

その他 6 6 

固定負債合計 2,608 2,505 

負債合計 16,096 17,596 

純資産の部 

株主資本 

資本金 3,693 3,693 

資本剰余金 4,074 4,074 

利益剰余金 △3,503 △3,491 

自己株式 △0 △0 

株主資本合計 4,264 4,275 

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 64 61 

評価・換算差額等合計 64 61 

新株予約権 39 44 

純資産合計 4,368 4,382 

負債純資産合計 20,465 21,979 
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（２）四半期損益計算書

（第１四半期累計期間）

（単位：百万円） 

前第１四半期累計期間 
(自 2018年３月１日 
至 2018年５月31日) 

当第１四半期累計期間 
(自 2019年３月１日 
至 2019年５月31日) 

売上高 25,443 24,634 

売上原価 19,535 18,856 

売上総利益 5,908 5,777 

その他の営業収入 476 473 

営業総利益 6,385 6,251 

販売費及び一般管理費 6,172 6,204 

営業利益 212 46 

営業外収益 

受取利息 0 0 

受取配当金 2 1 

債務勘定整理益 1 2 

補助金収入 24 － 

その他 0 4 

営業外収益合計 29 8 

営業外費用 

支払利息 2 2 

その他 1 7 

営業外費用合計 4 10 

経常利益 237 44 

特別損失 

減損損失 1 － 

特別損失合計 1 － 

税引前四半期純利益 236 44 

法人税、住民税及び事業税 117 53 

法人税等調整額 △43 △19 

法人税等合計 74 33 

四半期純利益 161 11 
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。 

（追加情報）

 （「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用） 

 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当第１四半期会計 

 期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。 
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